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月'FII観雲毫会☆H5.2.7☆力沁ら（尾張支部）

降水確率が高く，昼までもつかどうか心配でしたが，予定の時間まではなんと

かもってくれました。歩いているとやや汗ばむ，冬にしては暖かい一日で，瀬戸

市街から正伝池に至る道路沿いのマンサク（一週間前には咲いていなかった）が

きれいに咲いていました。寒暖の差はあるとはいえ，今年も暖かい冬だなあと思

います。

烏やロゼット，冬芽などを見ながら，ゆっくりペースで歩きました。

宮苅池への途中の神明神社では，椿のつぼみがころがっていました。手にとっ

て見るとかじったあとがあり，ムササビのしわざのようです。木の周りには，糞

がいくつか落ちていました。この辺りには，ショウジョウバカマのロゼットがた

くさんあり，よく見ると花のつぼみがロゼットの間からわずかに顔を覗かせてい

ました。薄紫色の，春の色でした。帰り道で，コゲラをじっくり観察することが

できました。木の中にいる虫をどうして見つけることができるのか不思議です。

音でしょうか。

次回，訪ねるときを楽しみに定光寺をあとにしました。（鬼頭弘）



束三河支部篭会報巻
東三河支部神戸敦

10月3日（日）葦毛湿原観察会

（県委託・全員）

11月14日（日）財賀寺周辺観察会

(A班担当）

★会員研修

8月7日（土）～8日（日）一泊研修旅行

静岡梅ケ島温泉・井川方面

8月22日（日）東三河滝めぐり

11月13日（土）鮎の産卵調査と芋煮会

なお、内容の詳しいことは、協議会ニュース戸い
に掲載する予定である。

＊＊＊＊＊＊＊

総会に続き、懇親会がひらかれた。会場は場

所をかえて大広間、しかも浜名湖が一望でき、

目の前に礫島が見えるという最高の会場。

今年の東三河支部の総会及び懇親会は、1月

24日（日）、会員である梶野保光さんのご好意

により静岡県三ヶ日町の奥浜名湖ホテルで開催

された。例年と違う場所ということもあり、20

人余大勢の会員が参加した。

▲総会風景

総会は中島副支部長の議長で行われ武田支部

長の挨拶につづき本論の議案審議にはいった。

まず、平成4年度の事業・会計報告、平成5年

度の事業・予算が審議された。観察会の参加者

をいかにして増やすかについては、多くの意見

が出され葉書作戦等、新たな工夫をすることに

なった。慎重審議の結果、大筋で原案どおり可

決した。続き、今年度は役員改選期ということ

で、長年にわたり東三河支部のため、大変ご苦

労いただいた支部長の武田孝夫さん、副支部長

の中島芳彦さんに代わり、会長に丸山嵩さん、

副会長には間瀬美子さんが満場一致で選出され

た。前役員には労いの拍手が、新役員には激励

の拍手が送られ、和やかなうちに総会は終了し

た。主な議決事項は以下の通りである。
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▲懇親会

早速乾杯で宴がはじまる。昨年一泊研修に参

加されたSさん差し入れの|ﾖ本酒もあり、皆大

いに飲む。まさに東三河支部の体質をみる。い

よいよMさんのカラオケがはじまる。Kさんと

Sさんのデュエットなかなかいい。宴たけなわ

ではあったが残念ながら時間でお開き。このあ

と、豊橋に戻り二次会に赴いた人もいたとか．

大変楽しい懇親会でした。

（写真中西正さん撮影）

★観察会

4月4日（日） 豊橋公園の自然観察会

(B班担当）

田原町権現の森観察会

（県下一斉．C班担当）

6月6日（日）
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奥三河支部総会

1月31日（日）午前10時稲武町役場前集合

午前中は徒歩で町内の八幡神社の大杉や境内の自

然植生の観察を始め，端竜寺の樹齢300余年の

老大木，シダレ桜（県文天然記念物），清流名倉

川流域の自然観察を行い，正午頃ホテル岡田屋に

到着。温泉で疲れをとり食事をしながら，なごや

かな雰囲気で平成5年の総会を行いました。以下

承認された事業等の概要を記しますと，

1．全県一斉自然観察会5月30日午前10時

奥三河総合センター集合設楽町岩古谷自然観

へ察会

2．県委託による自然観察会7月25日（日）

午前10時30分JR飯田線うらかわ駅前集

合大入渓谷自然観察会

3．支部主催による自然観察会6月20日（日）

午前11時田原町白谷漁協集合姫島自然観

察会

4．支部役員改選（平成5年～6年）

会長石川静雄（再任）

副会長熊谷尚久（再任）

幹事杉山茂生（再任）

（本会）

運営委員杉山茂生（再任）

編集委員内藤宏美

へ樹木調査委員熊谷尚久（再任）

以上，総会は午後2時頃無事終了。当日は稲武

の安藤宏美さんにはたいへんお世話になりました

ことを厚くお礼申しあげます。（会長）

★鬮翻囲鰡罷闇★

尾張支部平井直人

尾張支部総会は，1993年1月10日，善

師野での観察会を午前中に終えたあと，犬山市

民文化会館に併設している犬山市南部公民館で

おこなわれました。

総会の出席者は13名，飲物やお菓子がふん

だんに用意され，途中で北岡さんの大白川のブ

ナ林のスライド上映もおこなわれ，とても幸せ

な気持ちの総会となりました。

総会については，まず1992年度の観察会

をおこなって感じたことを担当者に話してもら

いました。次にそれをもとに，今後はどのよう

な方針でおこなっていったらよいか，というこ

とについて特に活発な意見交換がなされました。

1993年度の支部役員

・支部長平井直人

・副支部長長谷川洋二

・会計松尾初

・顧問三輪治代美

・友の会担当吉田義人

・発送係北岡明彦

松尾初

西村博

・通信員伏屋光信

1993年度の計画

交通の便がよく，観察会に参加しやすい定光

寺，善師野の2ヶ所を中心にして，季節の変化

を感じることのできる観察会をおこなう。また，

県委託，全県一斉の観察会は共に定光寺でおこ

ない，犬山市委託観察会は善師野でおこなうと

いうことになりました。>は
ノ、
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名古-E量支二音隠

活動予定

・3／20春の観察会・猪高緑地

担当朱雀英太郎911-5087

・4／11湿地研究観察会・大森湿地

・4／18全国一斉湿地観察会

東山入事裏山

・6／6全県一斉自然観察会

東谷山

担当福西寿広912-8010

・9／15秋の観察会・猪高緑地

担当布目均771-0396

・10／24県委託自然観察会

大高緑地

担当近藤盛英0562-93-6657

．第2日曜月例観察会・大高緑地

担当岩崎昇-624-6496

・第3日曜月例観察会・東山入事裏山

担当鈴木晃子834-2094

・第4日曜月例観察会・相生山緑地

担当近藤記巳子822-7460

・湿地研究会

担当武田篤0564-21-2348

・岳見高原自然観察会

担当松井雷-452-8159

．上高地自然観察会

・入事興正寺月例観察会

担当森下京子832-7232

今年度の役員

代表浅井聡司703-9482

代表補佐垣見宏732-3350

同代表補佐越湖信孝721-5704

会計近藤記巳子822-7460

例会担当堀田守774-1196

顧問朱雀英太郎911-5087

同顧問篠田陽作881-4741

爾簡単なｳｯドｸﾗﾌ
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名古

：間伐材を利用して身近に使
､‘てみませんか？

、1．準備品（1膳分）

、1）枝（直径10nn長さ2301n

使用材質（桧，杉，南

､！2）小刀（切れの良いもの）

､’3）ノコギリ

』
!|,!'';職畠孟手"･

から手前に小刀で削る。

3）箸先は細くして角型か丸型か削り安い方｛

“蝋照魚i
楽しいですよ。注意点として，害になるような：｛

‘樹木は使用しないようにしましょう。 口
’

)）
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｢豊田市自然観察の森」からの便り

華やくﾞ早春の山野
尾張支部長尾智

司る1月30日、ミヤマウグイスカグ､ラ（スイ下の表に花の咲く時期を示しておきます。去る1月30日、ミヤマウグイスカグラ（スイ

カズラ科）に、百個ほどの蕾を見つけましたが、

その内の幾つかは既にほころびかけていました。

花は普通4～5月に開くそうなので、随分と早

いものだと驚きました。

当園には、マンサク・キブシといった早春の

山を彩る樹木のないのが残念ですが、ひとつク

ロモジだけが、3月上旬から葉に先立って黄色

の花をつけ始めます。

3～5月にかけての尾根筋には、コバノミツ

バツツジを先駆けとして、3種類のツツジが順

次花を咲かせていき、華やぎます。

少し暗い林床には、3月上旬からショウジヨ

ウバカマが、4月上旬からチゴユリが、可憐な

姿を見せてくれますが、明るい観察路わきや田

の畦道には、何種類ものスミレの仲間が群落を

つくるようになり、歩いていても退屈しません。
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尾張支部月例観察会(H5.2.7)から－一
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数字から見る愛知県シリーズ①

雲垂矢口』阜含ロブ

1．愛知県の森林は今？

91年度末現在で，愛知県の森林率（県内

森林面積÷県土全面積×100)は43%・全

国の森林率に比較してずっと低く，全国第

41位です。それに比較して，スギやヒノキ

を主とした人工林率（人工林面積÷森林面

積×100)は64%に達し，全国の41%の1．

5倍以上にも及びます。何と全国第4位の

高い人工林率です。ちなみに全国第1位は

高知県で67％，第2位は佐賀県で66％，第

3位は福岡県で65％，第5位は宮崎県で62

％となっており，九州・四国地方で人工林
が非常に高いことが目立ちます。

この人工林率を市町村単位で調べてみる

と，改めて天然林の少なさにびっくりしま

す。

市町村別人工林率・天然林率ベスト5

人工林率 天然林率

第1位 津具村90％ 美浜町89％

第2位 作手村87％ 一色町88％

第3位 東栄町83％ 南知多町87％

第4位 渥美町79％ 東海市83％

第5位 豊根村78％ 半田市81％

人工林率第1位は北設楽郡津具村でじつ

に90％に達します。面ノ木峠の天狗棚展望

台から津具村を見おろすと，人工林ばかり
目につくのもうなずけます。渥美町が79％

a･p

森 本木

尾張支部北岡明彦

とたいへん高いのは，マツの人工林が多い

ためです。

一方，天然林率は第2位の一色町を除く

と，知多地域の市町が独占しています。こ

れらの地域ではスギやヒノキの生育が難し
いため人工林化が進まないのだと思われま

す。

2．過去30年間に森林はどう変化したか？

予想どおり，森林の大幅な減少が目立ち/鯉一
ます。海岸の埋立により全面積は1万鰯増

加したのに，森林面積は2万鰯も減少して

います。実に瀬戸と春日井市を合わせた面

積とほぼ同じ面積の森林が消滅したことに
なります。

凡駒

‐

。〃

全国各県の人工林率
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情報コーナー

それに反比例するように人工林は急激に

増加し，人工林率は61年度には48%と半分

以下だったのに,91年度には64%にまで増

加しました。とくに北設楽郡・南設楽郡・

東加茂郡で人工林化が急速に進みました。

現在それらの森林は間伐（間引き）の遅れ

により過密状態となったものが目立ち，森

林の保全上の問題となっています。

3．これからの森林は？

戦後一貫して森林の経済性が最優先され

てきましたが，今後は森林の持つ公益的機

能（水を貯える能力・空気をきれいにする

能力・やすらぎを与える能力など）や生態

系保持機能を重視する面から天然林の見直

しが図られるものと期待されます。みんな

で守ろう，雑木林！

［出版物案内］

●「小さな自然観察」

一こどもと楽しむ身近な自然一

発行：日本自然保護協会思索社

2,500円

心と体の準備（子供と一緒に身近な自然

を楽しむために）、身近な自観察、散歩の

勧め、観察のチャンスを身近にする工夫、

Q&A(10の秘伝）、子供と自然保護の考

え方等
へ

●「矢作川の自然を歩く」

（流域の自然学シリーズNO.2)

編苫者：三津井宏、池出芳雄

風媒社1,380円

面ノ水峠、出之士里湿原、香嵐渓、猿投

山、王滝渓谷、',〈所山、小堤西池、平原の

滝、矢作川河u、佐久島等の案内

愛知県の過去30年間の森林変化

ﾉ‘･ﾉ／ﾉ′ﾉﾉﾉﾉﾉ!a〃ダﾉ4"′グﾀー ｸ"d,ググ.‘.."〃劇』〆,｡"J,-...クグノ..‘ﾉ〃久･グノグ,‘.､ダﾉﾉ｡'／〃辞ﾉ.

会 員の動き
ｸoﾀグﾉﾉ〆ダグﾀ〃〃ブ〃グ",ｸクﾛグダげダげクﾀ"ダダ〆ダダｸ〃ダグｸグﾀ'ｸｸグダｸグクグクグタ"ｸﾞｸグﾉ

【加入】

戒出英一（尾張支部）

〒481師勝町井瀬木尚畑42

フォーブル師勝201

(0568-21-5384)

へ

【脱退】

横山良哲（奥三河支部）

松原知永（西三河支部）

【住所変更等】

鈴木成和（尾張支部）

〒ｲ64名占屋市千穐区下方町7－5－2

（052-722-78ｲｨ）
資料；愛知県林業統計書（愛知県刊）

林業ハンドブック（日本林業技術協会編） 武田芳男（束三河支部）

〒ｲｲl-13豊橋市大岩町黒下44

サンハイツ大岩A203
－6－

全国

(1991)

愛知県

1991 1981 1971 1961

全面積 千鮒

37,775 514 513 504 504

森林面積 千鰯

25,212 222 227 232 242

森林率 67％ 43 44 46 48

森
林
の
内
訳

人工林

天然林

竹林．

原野

(41)

(54）

(5)

(64）

(33）

(3)

(62）

(34）

(4)

(55）

(36）

(9)

(48）

(43）

(9)



激■鯉口懲難

コナラ

いつもの風景

庭の植物

海のこと

季節のごと

山のごと

雑木林のこと

らせください。

春さん

さん

ん

一

へ

尾西方面のドングリの木No.1

後藤春

平成4年の11月頃から，尾西市の植物を調

べ始めました。わが家を自転車で西へ西へと出

かけ，緑のこんもりしているところを目指して

走ります。やはり神社やお寺です。

まず驚いたことは，中神社（起エ業高校の北

東）の参道のサクラの紅葉の美しさです。ふとへ
W

足が向き，社の西側へ廻ると，赤い実が目に映

りました。葉のふちに細かく鋭い鋸歯があるカ

マヅカです。細い幹の株立ちのが四株ありまし

た。そしてその辺りが木陰になっていて，上を

仰ぐ．とケヤキの大木とコナラの大木2本がある

のです。コナラはまだ緑の葉も残しながら紅葉

していて，ドングリも落ちていました。

また木曽川高校南東の神明社では，イチイガ

シがあり，途中の民家の庭にアラカシを見るこ

とができました。アラカシは他の神社にもあり

ます。
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名古屋市千種区平和公園農地コース

斉藤成人

93年2月21日午前中。平和公園南部の緑地

にて平和公園鳥類調査グループの実施するル

ートセンサスに参加した。当日観察した烏種

はキジバト12/8、シロハラ6/6、ヒヨドリ13

／9、カケス7/5、アオジ9/7、メジロ1/1、

ジョウビタキ3/3、ホオジロ5/4、ウグイス

－5/5、スズメ3/2,、ヒガラ1/1、エナガ1/1

カワラヒワ2/1、モズ3/3、ツグミ4/4、カ

ワウ2/2、シメ1/1、ハシボソガラス2/1．

計18種（数字は観察総羽数／観察回数）

当日はハシポソガラスが新芽の出たアベ

マキの枝を折って巣材にしたり、エナガが巣

材の羽毛を運んだりするのを観察した。繁殖

が始まって烏の世界も春になったと実感す

る平和公園であった。

‐

豊橋市東小撰町私の散歩道
H5.2.16稲垣美代子

今日の散歩はしっかり目を見開いて歩かなく

ては．・・・・・・・と。

茨いている，咲いている，赤みがかった葉っ

ぱが地面にぴったりのその上に重厚な黄色のタ

ンポポ，ブルーが揺れるオオイヌノフグリ，そ

して10糎も茎を伸ばしてペンペンク．サの白い

花。三味線の形も出来ている。

キャベツ畠には葉っぱも艶やかに黄色のノボ

ロギク，小さな俵型が鈴なり。小さな白い花を

つけたハコベも蔓延っている。ノゲシの黄色も

鮮やか。田の畦にはタネツケバナの白い花。い

ずれこの辺りも雑草がなくなるかも・・・と。

庭に植えたヒメオドリコソウが霜やけた葉っ

ぱの上でピンクのドレスで踊っている。地面に

這いつくばってよくよく見れば，トキワハゼの

紫色がいとしい。

門柱の影には黄色のカタバミが北風を避けて

拱いていた。うっかり見落としそうな可憐な花

ぱなが春を待っている。

冬枯れの庭で真紅のボケが映え，植木の下で

はカンアヤメが競って拱<｡立春から二旬，一

番寒いと言われる鬼まつりもすみ，もうすぐそ

こまで春が来ていた。

春を探しての楽しい一時でした。

・・・想い出・・・

『ペンペングサ』七草粥はこの草だけ。

私の幼い頃，本当に地面に顔を出したばか

りのこの草を掘り起こして七草粥に入れた。

－8－



‐

セヅブンソウ

早春の常道山

H5.2．13熊谷尚久

三河の常道山（鳳来町）に早春の散歩に訪

れたところ，麓を流れる清流をおおうように

枝を広げて立っているタマミズキの高木を見

つけた。樹高は10mあるいはそれ以上ある

かも知れない。

冬の間に葉を一枚も残さず落とし，真っ赤

に熟した小さな球形の果実が，枝の上に群が

るように付いているさまは，形容しがたいほ

ど美しい。また，個々の果実は，はなはだ美

麗でかわいい。花はサクラというならば，果

実はタマミズキであろう。和名：玉水木の玉

は果実の美しさを言うのであるといわれてい

る。

さらに進むと，枯れ葉の間にセヅブンソウ

（節分草）の花が数本拱いていた。多く茨き

競うのはもうちょっと先になる。不揃い線形

片の総包葉の上にある一輪の白花は，たいへ

ん清々しくかわいい。まだ風は冷たくとも，

暖かい陽射しいっぱいの山すそに茨き始めた

セヅブンソウの花が，ひと足先に，この三河

路に春を運んできたようだ。

‐

凶
妄
禦
毎
琴
？
，
．
醍
一
陛
甦
・
‐
嘩
嵐
・
↑
？
恥
旅
』
・
蕊

瀧

馨
惨
＃
良
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☆高浜市吉浜町（貯木池）
93．2．6宮原英明

久しぶりにゆったりできる土曜日の午後、仕事
を終え、私のフィールドの貯木池にやって来まし

た。ここはカモが10種類ほど見られる池で、バ

ンやハマシギやサギの仲間もたくさんいます。

「西三河野鳥の会」のH氏が既に来ていて、プ
ロミナーでのぞいています。二人でしばらく観察

していましたが、突然、カモ、サギが一斉に飛び
立ちました。

「烏が一斉に飛び立ったとき、近くに人影はな

い、車もない、そんなときは上空を見よ」そのセ
オリーどおり、上空にはオオタカの若鳥が舞って

へいました。猛禽が小鳥やカモを襲う大自然のドラ

マが観られるかと期待しましたが、へぼいオオタ

カの若鳥はカモに逃げられ、ゴイサギに飛び立た

れ、とうとう私たち「観客」を喜ばせてはくれま

せんでした。10分ほど旋回して諦めたのか、衣

浦湾の方へと飛び去っていってしまいました。

この日は、36種類の烏を見ることができまし
た。

☆刈谷市港町境川河口

93．2．14宮原英明

朝6時頃から境川の対岸の東浦町から花火の音

が聞こえます。聞くところによると、稲荷神社で

厄払いの祭礼のための花火だそうです。
この日は「境川自然観察会」の探烏会だったの

今で、花火の音が気になりましたが、カモをはじめ

烏たちが河口周辺にいたので安心しました。

9時半の集合時刻には13人

の方がみえ、『伊吹おろし』の

吹く寒い中を2時間ほど観察し

ました。境川浄化センター北の

農耕地には、もうヒバリがさえ

ずっています。寒い寒いと思う

のは人間ばかりで、野の生き物

たちは季節の移り変わりを感じ

ているのでしょう。

景塾雀
鐙タご盆

いつもは30種類は見られるのですが、この日

出会った烏は全部で23種類でした。
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展覧会クフー諄案鹿ヨ

｢生きものたちの暦」

（水彩精密画の世界）辻伸夫

安城市大山町2-14-9

80566-75-3522

･愛知県半田県民サービスコーナー

5/1-5/7ユニー半田店C館2階

（第2・第3水曜休み）

80569-23-3900

･愛知県豊田県民サービスコーナー

5/27-6/3豊田ソゴウB館4階

（火曜休み）

80565-34-6151

･愛知県岡崎県民サービスコーナー

6/16-6/23シビコ岡崎店3階

（木曜休み）

80564-24-1858

･名古屋名城公園フラワープラザ

6/2-6/6ななびらの会植物画展

8052-913-0087

．ギャラリー夢

9/13-9/25自然生物画譜

東京銀座1-5-5相沢ビル

803-3564-6940

「生きものたちの暦」

＊カラーポストカード7枚セット

＊1部500円（送料不要）

……郵便振替で申込を……

＊口座番号名古屋2-126255

＊加入者名辻伸夫



LETTERSONNATURE
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発行：境川自然観察会
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ホオジロガモ

＝一

1993年の幕開けです。今年は酉年で、いただいた年賀状の8割

以上が烏、とり、トリ。わたしの年賀状も烏（ツルシギ）でした。こ
の1年、どんな烏に出会えるか楽しみです。

昨年は野鳥観察や自然観察を通して、たくさんの人々に出会えまし

た。そして、それらの人たちからたくさんのことを教えていただきま

した。設楽町田峯でオシドリの保護運動を長年続けていらっしゃる伊

藤さん、長良川河口堰の反対運動をしてみえる野々下さん、スミレの

花を求めて日本国中をとびまわってみえる写真家の猪狩さん…･…・・どの方も自然をこ

よなく愛し、守ろうとしている方々です。自然の素晴らしさにふれ、自然を楽しむととも

に、人との出会いを大切にする1年にしたいと思います。

境川河口で、今年も月1回の自然観察会を行います。今年はどんな人たちに出会えるか

楽しみです。最後になりましたが、今年も宜しくお願いします。

迩鷺蕊Z翰撚毒溌漉雪泌二

昨年秋から、わが家の庭にシジュウカラがやって

くるようになりました。11年も現住所に住んでい

るのですが、シジュウカラは初めての「客」です。

そういえば、刈谷市内で昨年からシジュウカラが目

につくようになりました。理由はよく分かりません

が、しばらく観察を続けたいと思います。

さて、庭に小鳥がやってきて、その声で目を覚ま

すなんて最高の楽しみです。酉年の今年は、その楽

しみを味わってみてください。方法は簡単です。ミ

カンの輪切りを木の枝に突き刺すだけで、ヒヨドリ
やメジロがやってきます。また、パンを小さく切っ

たものを台の上に乗せておくと、スズメやヒヨドリ

が食べにきます。肉の脂身部分をミカンのネットに
入れてそれを木の枝に縛っておくと、シジュウカラ

が喜んでつついて食べます。

居ながらにして、バードウォッチングが楽しめま

す。なお、この餌やりは、餌不足の冬季だけにしま

しょう。

才っ力芳家クフ餌台

に皇』童旦溌璽辨ﾓ矧至慨鯏．
＜宮原英明＞
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LETTERSONNATURE

1月28日この冬2回目の雪が降りましたが、29日には近くの農道の横で

在来タンポポ2～3咲いているのを見ました。各地から伝わる花の便りは

どれも暖冬を証明しています。伊良湖のナノハナ、沖縄のヒカンザクラ、

各地のウメなどです。印象に残ったのは梅干しの産地の大分では、暖冬だ

と梅が不作になるというニュースです6生産者の方の話ではウメの受粉に

ミツバチを使うそうですが、暖冬で花が早く咲いても温度が低いのでミツ

バチが活動しないのが原因とのことでした。やはり平年並みでないと自然

のバランスが良くないようで、今年も異常気象が続くのか気になります．

本奮加I．＞罰一ざ〆店｡〕とヤマーヒミ

蕩沼の武藤素さんから.電話で1月17日連絡がありました。毎年木曾川の

オシドリを観察されているのですが、毎年高山線の第一トンネルの対岸の

栗栖集落近くでオシドリが複察できるのは春近くになってからと言うこと

ですが、今年はもう出現したとのことで、10羽いるそうです。8時頃この

付近でヤマセミを3日続けて観察されたと言うことです。また坂祝から見

た栗栖の山のタマミズキの実に集まっていたアオバトも観察されました。

一、～プザカ壬垂垂ミオ、垂した

武璽さんから1月26日に木曾川の犬山橋上流城山で、ハヤブサを観察し

たと報告を受けました。木曾川に面したチャートの崖のある方で、城山荘

のトンネルの場所の左上の崖にある松の木に止まったのを観察されたと言

うことです。武麗さんはここで2羽観察されたとのことです．

本菅JIITきうボグ>=一～タチーウ

1月24日、木曾三川公園主催の探鳥会が木曾長良の背割堤で行われまし

た。前日の予報で天気が心配されましたが、当日は晴れにはなりませんで

したが幸いに雨も降らなくて風もなく暖かい天気でした。1月自然観察指

導員の近塵修さんが探鳥会の下見をされたときにも、木曾川で観察された

とのことでこの日も期待していました。期待にたがわずこの日はケレップ

水制のなかの浅い場所で13羽のコハクチョウをゆっくり観察できました・

内2羽は幼鳥で首の部分がグレーでした。この日に観察された鳥はこのほ

かカワアイサ、マガモ、カルガモ、ヒドリガモ、コガモ、オナガガモ、ト

モエガモ、キンクロハジロ、ホシハジロ、ハシビロガモ、カンムリカイツ

ブリ、カイツブリ、アオサギ、ダイサギ、ハマシギ、シロチドリ、セグロ

セキレイ、ハクセキレイ、セグロカモメ、ユリカモメ、カワウ、ツリスガ

ラ、ツグミ、ホオジロ、ジョウビタキ、モズ、スズメ、ハシボソガラス、

キジバトなど合計30種でした。

〈大竹勝＞
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第三回環境教育研究会（地域遮釧による環境数箇）
日時：平成5年2月21日場所:#II井市都,li紬化M物幽

朝日新聞にも紹介されたためか、|4j犬にもかかわらず、'17名（指j鯉』は16fi)の

参加者があり、会場は熱気に包まれました。

会場である春日井市郎'|『緋化植物園は、小さな勤物園と捕物剛が合体した火変すぱらし

い施設で、今後の会の会畿泌として、会磁室に械物園と野外ソイールドがくっついた－．

石三丁の鹸適の勘所だと思いました。さらに、植物園の職iiも本会に珊解があり、ぜひ

自然観察指導員の禰習会を受けたいと言っておられました。

当日はあいにくの強い雨のため、尚疎111の観察会をII1止し、心､いでビデオにりl竹ました“

現地には行けなかったのですが、昨年、伊雌浩氏のどんく'り作峨を紹介したりlの拙刑Iコ

ケコッコー（名古膳テレビ）での五〃の側森111の新絲と、たまたま2()年仙名I1I･賊テレ

ビが磯影して残っていて何も生えていない尚森lllとの比較は、2()(|id)蝿ﾉlだけでもり

つばに森を作ることができることが良く分りました。

この後、高森山のどんぐり作戦の般大の指導肯であった伊藤浩氏(JLII!学佼佼』せ、呪'li

審議会委員）のスライドを使った猫波をして願きました。

伊藤浩氏の講演内容

高蔵寺ニュータウン内の耐森111は、戦彼の乱伐や山火繋で、ススキ・ウンヌケだけの光

山でした。昭和46年山剛に腿望台を作り、そこまで自動!|[道を雌孜する案が}キちl:が

りました。それに反対して、ニュータウン唯･の自然公幽を作ろうと蔵をかけ、名Iji"

営林局の協力のもとに、地元の自治会、小・'l1学校の生徒やl)"1，A、ど人クラブの人述

約500人の手で4万個以上のドングリが蒔かれました。これが「ドングリ作戦」です。

さらに昭和48年には、土壇を作るため肥料植物オオバヤシヤブシが500本柚えられ

ました。現在アペマキは13メートル、コナラは12メートルにまでなっており、そこ

が古生層の露出していた禿山とは信じられないくらいの状|腺です“

地元高森台に住んでおられる自然観頻指導側の秋IIIさんはl'illJの貰屯な切抜きを僻参さ

れ、今回の老人会の記雌ともども見て大変感動されていました。また、凶illキ参〃llされ、

今は80才前後の老人は「あるのが当たり伽ではない!I"{分たちがあの紬のlllを作った

のだ。」と高森IIIの級を誇りを持って眺めていると言うことです。

地元で自然に別しむ会などで活雌されている'11．崎さんは、「人lll"ll:の立て札を立てな

いで欲しい。眺めるだけでなく、実際IIIに'l'を歩くようななって仙仙がある"f供たち

などがどんどん入って、水に通るなどの遊びのできるillにしてほしい。環境紺/,:は、j'l!

科教育のように、救え込むと言うことではなく、五感を仙一,て感じるだけα)I!I然体で良

い。それによって子供の感性に何かを残したい」という環境教耐魚を！浴されました。

名古屋支部長の浅井さんは、生態学をやっている祝点から、ただl91然を作るだけでなく、

30年経って大きく育った水は使ってやらなければならない“水を切って、炭・しいた

けなどを作ったりする形で生産的なものにも、子供たちを継験させ、自然のサイクルの

中に環境教育を組込んでみるべきだという‘愚見を出されました。

名古屋社教の自然観醗会で活眼されている砿II1さんは、「椎水林としての良い白然を残

すためには、間伐するなどして、手を入れなければならない。」と今後の股馳を述べ、

自然保護の根源にかかわる懲見も述べられました。「元来、資本主義には、自然を’､γる

災用は入っていない。しかし、近馴その{lli仙飢が、仙人の砦え方が変りつつあるのとlIjl

じ槻に、守るためには金を使う方li1へ変りつつある。」

柳川さんは、このどんぐり作戦は、自然を対象として、Ⅲl.作りだけではなく、人作りま

でもやってしまった特筆すべきものである。

文明が進んで、世界が広がったため、逆に環境が兇えにくくなってきている。例えば、

自分たちの使う紙や電気はどこでどういう風にして作られるのかわからない。l･l分たち

の食べるお米にも歴史があるのを知らない．過去の人途の努力で呪ｲの便*llな生沸'iがあ

るのを知らない。この槻な状態の子供の将来は心配でならない。

子供は、自然からいろいろ学ぶべきである。枯れていくものでも命の輝きがある。兇た

目だけでなく、本当の自然の美しさを学ぶべきである。木の葉一つでも人の心を作るこ

とがあり得る。
－13－
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鬼頭さんは

豊田自然観察の森の椴に、復元するだけでなく、そこに入る人を括導する必鍵があるの

ではないか。ただ緑が残っているだけでは、忘れ我らj<,てしまう危険性がある。

環境は範囲が広い。だから自分以外の物を認識する必要がある。環境教育とは、いろい

ろなものに接する機会を増やすことである。

そのほか14名の方から貴里な恵見をいただきました。そのIIIの年配のﾉjからの環境教
育に関する意見の一部を抜粋すると。

「環境教育は命を大切にする独fiである。」「このlltにijるものは命がｲjると思え。だ

から使い切ってやることが必要である。」「向然観娯会で心の壁かさを謎ってほしい」

私自身、佐藻さんが法事で出られないので、liill、必jf進行の為、世界の環暁教育を勉

強してみたところ、イギリスでは有名なナショナルトラスト「|!I然環境を保全する」だ

けではなく、グランドワーク「身近な環境の再生とnll造に向けて」の発祥の地であるこ

とがわかりました。これは、身近な自然を‘､fるだけではなく、より質の,則い''1然を創造

し、地域の宝として、次の代へ、その自然を残そうとする迎勤です。

都市周辺部の自然が、開発によって荒廃しつつあるのを、住民自らが中心となって、行

政と連係しながら、草の根巡勤で再生させ、豊かなlP|然と共生できる環境作りを問めて

いく。これが「都市の村おこし」と言.われるゆえんです。イギリスはもうすでに環境教

育の先通国になっています。それに鮫くると’1本は遮れています。そのI1本にあって

「ドングリ作戦」は自然と人INIの共生を兄!lfに成功させた辿伽だと思います．(山田博-)

へ

皿
ら
の
染
ま
り
。
琿
塊
修
似
に
一

成
功
し
た
ケ
ー
ス
を
取
り
北
げ
言

る
こ
と
で
、
画
然
や
唄
塊
を
別
一

の
角
度
か
ら
考
え
て
み
た
い
、
｜

と
い
う
。

を
湿
っ
て
い
る
厚
さ
や
シ
ダ
の

生
河
状
況
か
ら
、
森
の
「
鯉

輿
」
の
唯
合
を
綱
森
。
麹
時
、

地
元
の
飯
山
台
小
学
校
畦
だ
っ

た
伊
膝
瀦
鱈
が
「
ど
ん
ぐ
り
作

戦
・
当
時
と
そ
の
後
」
と
題

し
、
生
え
て
ぎ
た
木
の
生
育
を

見
守
っ
た
苦
労
や
思
い
出
を
麺

る
。
そ
の
樋
は
参
加
者
で
、
環

境
保
唆
と
そ
の
た
め
の
風
間
活

動
に
つ
い
て
恵
見
を
交
換
す

る
。
呵
会
は
、
日
本
自
然
保
波
協

会
が
腿
定
す
る
圃
然
剛
蝦
術
鍵

【H.5.2.21朝日新聞】

刃

巨
：
チ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ド
ー
ク
リ
乍
戦

■
■
■
も

観
察
し
て
意
義
を
考
え
よ
－
つ

人
の
手
で
取
り
戻
し
た
自
然

研
究
会
を
卵
く
。
向
市
の
癌
敵

寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
価
森

山
が
側
発
で
は
げ
山
に
な
っ
た

た
め
、
聾
元
の
小
学
生
ら
が
ド

ン
グ
リ
敵
刀
魍
を
ま
い
て
森
を

し編集後記q

はじめまして！今回から編集をすることにな

ました尾張支部の伏屋光信です。よろしくお

いします。神戸敦さんから引き継いで作業

始めましたが，慣れない仕事で，時間がかか

てしまいました。毎回きちんと発行されてい

★
り
願
を
っ

青
て
始
め
て
か
ら
二
子
年
た
っ

た
の
を
槻
に
、
人
間
の
手
で
取

り
戻
し
た
自
然
を
鯛
頚
し
、
意

穣
を
ぢ
え
量
ｐ

観
察
で
は
、
廊
梨
土
が
地
変

へ

た神戸さんがスーパーマンのよ うに思えました。

★みなさんからいただいた原稿を一太郎（ワー
きよう春日井で研究会

プ
原
の

ロソフト名）で一宇一字打っていくうちに，

稿をお書きになった方のお気持ちや，その場

様子がはっきりと見えてきます。何か愛知県

じゆうのあちらこちらを歩き回ったような感じがしました。勉強になりました。あ

りがとうございました。

★今回から始まりました「私の自然」では，ふだん着の身近な自然をたくさん紹介

していただければと思います。次回の発行は5月です。原稿締切は4月10日です。

ちょっと間に合わないかなと思われてもどしどしお送りください。－－

★原稿送付先

編集部会〒""一宮市奥町内247-4伏屋光信8058…,32"
－14－



S月～5月‐才子事案ロヨ

★他支部の行事にも参加できますが，急な変更「4月18日（日）東山八事裏山自然観察会」

があるかも知れませんので照会の上，ご参加く①名古屋支部

灘雑場雛用③雛④行事『蕊濡‘芳室W』‘縦
①物見山自然観察会②愛環山口駅10:00

「3月20日（土）～26日（金）展示会」③物見山自然観察会80561-84-2953

①物見山自然観察会②愛知日産の茶屋が坂④春らんまん海上の森

ショールーム2F,11～6時(26日は3時）「5月6日（木）室内研修会」

③物見山自然観察会882-2524①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

④海上の森を花・虫・烏の里に！③相地満8052-671-4598

⑥出品作品の即売あり④押し花デザイン⑤300円へ
「3月28日（日）講演会と観察会」 ⑥野草は各自持参

①渥美自然の会②渥美町中央公民館10:00｢5月8日（土）県委託の観察会」

慧
③大羽康利8053145-2607①知多支部②野間大坊9:00

④講演「周伊勢湾要素植物群の現状」仮題③中井康夫805694-3-0884

講師菊池多賀夫（東北大学助教授）④磯の生物の観察⑥干潮13:20

シデコブシ自生地の観察（山中2時間）「5月9日（日）海浜植物観察会」

⑥弁当持参，雨天の場合は観察会中止①知多支部②鬼崎港漁業会館9:00

「4月4日（日）野草観察会」 ③原，降幡80562-55-6855

①知多支部②阿久比町丸山公園9:30④海浜植物と漂流物の観察

③相地満8052-671-4598⑥仕分け用のビニール袋持参

④春の野草観察と試食⑤200円「5月9日（日）大高緑地自然観察会」

⑥弁当持参①名古屋支部③大高緑地9:30

蹄ゞ脇曼呈(鰄濡熱民館噸:”「4月4日（日）定光寺観察会」

①尾張支部②定光寺参道前9:30

③吉田義人BO52-794-2814 ゾ③相地満8052-671-4598
へ

④ハイキングしながら春を楽しむ．④夜行性生物の観察⑤500円

（ギフチョウが登場するかも？）「5月16日（日）東山八事裏山自然観察会」

「4月9日（金）春の花木の観察会」 ①名古屋支部

①知多支部②阿久比町中央公民館18:30③鈴木晃子8052-834-2094

③相地満8052-671-4598「5月28日（金）ヒメボタル観察会」

④春の花木とサンショウウオの幼体観察①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

「4月11日（日）大高緑地自然観察会」
④室内懇談の後，ヒメボタルの観察

①名古屋支部②大高緑地9:30
「5月30日（日）観察会の下見」

③岩崎昇-8052-624-6496
①知多支部②半田市立博物館

④マメナシの咲く大森湿地の観察 ③榊原正躬80569-21-7000

「4月18日（日）県委託の観察会の下見」④身近な自然の森観察会の下見

｢3月20日（土）～26日（金）展示会」

①物見山自然観察会②愛知日産の茶屋が坂

ショールーム2F,11～6時(26日は3時）

③物見山自然観察会882-2524

④海上の森を花・虫・烏の里に！

⑥出品作品の即売あり

｢3月28日（日）講演会と観察会」

①渥美自然の会②渥美町中央公民館10:00

③大羽康利8053145-2607

④講演「周伊勢湾要素植物群の現状」仮題

講師菊池多賀夫（東北大学助教授）

シデコブシ自生地の観察（山中2時間）

⑥弁当持参，雨天の場合は観察会中止

｢4月4日（日）野草観察会」

①知多支部②阿久比町丸山公園9:30

③相地満8052-671-4598

④春の野草観察と試食⑤200円

⑥弁当持参

蹄｢4月4日（日）定光寺観察会」

①尾張支部②定光寺参道前9:30

③吉田義人BO52-794-28147
④ハイキングしながら春を楽しむ

（ギフチョウが登場するかも？）

｢4月9日（金）春の花木の観察会」

①知多支部②阿久比町中央公民館18:30

③相地満8052-671-4598

④春の花木とサンショウウオの幼体観察

｢4月11日（日）大高緑地自然観察会」

①名古屋支部②大高緑地9:30

③岩崎昇-8052-624-6496

④マメナシの咲く大森湿地の観察

｢4月18日（日）県委託の観察会の下見」

①知多支部②富具崎港駐車場9:3

鴬③中井康夫805694-3-0884

④磯の生物の観察⑥干潮10:06
－15－


